
 

 

 

 

 

Ｆｅｅｌ Ｎｏｗ～今を感じろ～文化発表会 

 10 月 25 日（金）の文化発表会では、いつもの城北中学校が別世界になったような一日となりまし

た。 人々が、歴史から学んだ大切なこと、平和や人権、愛を継承しながら、日々の生活の中で美しさや

よさを追求することが文化の創造につながると思いま

す。文化発表会では、ステージ発表や展示作品一つ一つ

に、文化を感じることができました。更に感心したのは、

生徒の皆さんが発表や作品に敬意をもって鑑賞してい

た姿です。社会に目を向けてみると、例えば世界でトッ

プクラスのオーケストラやアーティストを育てるのはそ

れを受け止める聴衆だということをしばしば実感しま

す。そのような姿を、リズムに乗って後輩の歌声に聴き

入る先輩や、ステージ発表に自然と手拍子を送る城北

中生から感じることができました。本当に素晴らしい文

化発表会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

城北中学校だより   令和６年１１月１３日 第６号 文責（末次） 
 

（明るい心、感謝の心、正しい心、思いやりの心、美しい心） 
 

学校教育目標「夢の実現に向け、志と意欲をもって学び続ける生徒の育成」 

２年劇 「幸福食堂」 

 
懐かしい昭和の雰囲気がする温かい人情劇を

関西の喜劇風に演じる表現に笑いあり涙あり！ 

3年劇 「男でしょ!?」 

リズミカルでテンポのよい台詞にクスッとしな

がらも、日常に潜む無意識な性別の役割に対す

る思い込みを風刺した表現はさすが 3年生！

 

生徒会によるオープニング 

日頃の学校生活とかけ離れたコスチュームで明るく

元気いっぱいのパフォーマンスに思わず手拍子

 

１年劇 「職業人に学ぶ」 

 

こんな奇想天外な職業人が本当にい

たら夢の実現を目指すキャリア教育

が楽しくなりそう！ 

圧巻！吹奏楽部の演奏 

確かな技術に支えられた演奏は、今年佐賀県トップクラスのサウ

ンドで彩られていました！会場も大いに楽しく盛り上がりました。 

 

合唱部 心に音楽を 

4人で堂々とアンサンブルする歌声

は、聴く人の心に響きます。

 

美しい響きをクラスでつくり上げた合唱 

数分間の限られた表現ですが、いつでも心の中でよみがえります。 

 



災害や防災について考えるＤＡＹ～城北中生徒会の取組～ 

城北中・地域の人々の災害時の防災意識やスキルを高めることを目的に、10 月 1 日（火）に生徒

会本部と各クラスからの実行委員による取組が行われました。まず、実行委員が制作した防災リー

フレットが配布され、情報提供の方法や段取り、避難所についての説明がありました。次に各クラス

でグループになり、非常用トイレや非常食を試すなど、実際の防災グッズの体験が行われました。ま

た、能登半島地震など、全国各地の災害地で支援活動を展開している CIVIC FORCE さんによる専門

家としての話を聞きました。全校生徒が積極的に理解し、考えるようにゲームを取り入れるなど、工

夫を凝らした内容に、生徒の皆さんは楽しく参加をしながらも、大切なことだという意識を高める

ことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実り多き（暑き）令和 6年の秋でした 

 

 

 

 

 

コロナ禍で実施予定が延期され、満を持して開催された国スポ全障スポが無事に閉会式を迎えま

した。メイン会場が城北中校区となったことで、全国の注目を集めた大会の熱気を一番感じること

ができました。たまたま連絡を取る必要があった沖縄県のある中学校の教頭先生が、「ハンドボール

競技で佐賀に行きました。とてもよかったです。ありがとうございました！」とおっしゃっておられ

ました。地域の皆様の、開催期間中の通行道路の制限などについての協力とおもてなしの心が伝わ

っていることを実感いたしました。 

 

 

見応えあり！女子バレーボール観戦 

１０月７日 ＳＡＧＡアリーナにて、岡

山ＶＳ静岡の試合を全校生徒で観戦

しました。自発的に両県に声援を送

り、声を合わせて熱心に応援する姿

が見られました。 

  佐賀市の協力の下実行委員の制作したパンフレット 

ご家庭へお願い 朝の出欠の☎連絡が集中し、緊急の連絡が取れない状況がありま

す。欠席等の連絡は、できるだけ出欠アプリ「リーバ-」の利用をお願いいたします。 

 


